
 

令和 6 年度  事業計画  

 

 

１．会議の開催 

（１）評議員会 

   令和 5 年度事業報告及び決算報告、令和 6 年度事業計画と収支予算、及び

評議員・理事・監事の選任、その他事業運営上の重要事項について審議・決定

する。 

（２）理事会 

代表理事・業務執行理事の選定のほか定款に定める事項について審議・決

定する。また、必要に応じて開催し、協会の現状認識の共有を図る。 

（３）地区運営委員会 

   横浜地区の 2 施設及び他の施設ごとに設置している運営委員会において、

施設の利用促進、維持・運営等に関する諸問題について検討する。 

（４）館長会議 

   館長会議を開催し、施設の事業運営方針等について必要な指示を行うとと

もに、利用促進、施設の保守等運営上の課題について検討する。 

     

２．事業活動 

（１）各施設の運営 

当協会の役割は、船員とその家族に対する福利厚生事業を行い、海運並び

に水産の発展に寄与することを目的としている。このため、船員・海事関係

者等に快適な宿泊施設を提供することを第一義に、施設周辺地域を訪れる一

般利用者に対しても適正な価格と質の高いサービスを提供し、海運・水産・

港湾に対する理解を深めていただく機会を提供していく。また、人道的支援

を目的とした新型コロナウイルスによる船員の一時滞在受入は、横浜市をは

じめとして関係機関・船会社等から一定の評価を受けた。今後は、船員とそ

の家族、海事関係者の福利厚生施設として、新たな付加価値を検討していく。 

① 営業部門 

イ. 船員とその家族及び海事関係者の利用促進のため、海運会社、水産会社、

港湾関連事業者、海事・水産関係教育機関やその同窓会等の団体に対し、

周知活動を継続し、利用者増加に取り組む。 

 

ロ. 船員とその家族および海事関係者、更には一般利用者に対する各宿泊施



設の認知度及び理解度を向上すべく、ホームページ等の電子媒体の積極

的な活用、海事関連広報誌紙などによる利用者の拡大に取り組む。 

 

ハ.  小・中学校の修学旅行や団体利用等、旅行代理店経由の宿泊客に対し、

リピーターとしての利用促進に取り組む。 

 

ニ. 施設運営委員の協力を得ながら、自治体の港湾・産業振興・観光部門、

等の組織、団体との連携を密にし、港湾地域における集客誘引情報を得

て、引き続き利用者増加に取り組む。 

   

  ホ. 船社および海事関係団体のイベントや記念行事など、利用促進となる誘

致活動を展開していく。 

 

  ヘ． 各会館の状況を踏まえ、ハイシーズンや休前日など細かい料金設定によ

り、利用者増加と収益向上を図る。 

 

 ② 管理部門 

イ. 各館の人員構成や年齢構成を考慮し、適材適所の人事異動を行うなど、

将来的に持続可能な人材の採用と育成に取り組む。また、現在は各館長

の推薦状に基づき昇格を行っているが、各役職の推薦基準や本部の判断

方法などの明確化を図る。 

 

ロ．新型コロナも５類に分類され、各会館ともに利用者数も回復傾向にある。

決算の状況、中小企業への賃上げ波及状況などを踏まえ、職員の賃金改

定を検討する。 

 

ハ. 電力・ガスおよび水道など、職員全員が節約の意識を高め、引き続きコ

スト削減に取り組むとともに、顧客満足度の向上、労働生産性の向上、

採算性の向上などを常に意識し、収益の拡大に努める。 

 

ニ. 各館ともに食事の提供を実施していることから、衛生面には最大の注意

を払い、安全安心な食事の提供に努める。食材費が高騰しているが、場

合によっては各館の判断で料金の改定を検討する。 

 

ホ. 当協会の管理部門をつかさどる本部の管理体制については、関係者の理

解を得ながら効果的な体制を整備する。 



 

ヘ. パソコンのリプレイス、各種書類の電子データ化を促進する。 

 

ト. 適正な労働環境の整備を継続し、職場意識の改善に取り組み、時間外労

働の削減、有給休暇の取得促進に努める。 

 

（２）施設整備 

施設の計画的な整備は、運営基盤を安定させるために欠かせない課題であ

る。しかしながら、これまでの経営悪化による資産取り崩しの影響もあり

大規模修繕に向けた資金確保には至っていない。今年度もあらゆる助成金

を利用しながら、必要に応じた整備を適宜実施していくと共に、中長期的

な修繕については、港湾管理者である地方自治体や海事関係団体の理解と

協力を得られるよう、施設整備計画の見直しなどを検討する。 

 

以 上 


